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I 調査の概要

1. 調査 目 的

下北半島 に生息す る ニホ ンザルは、1970 年に 「 下北半島のサル と その生息地」

と し て 国の天然記念物 に指定 さ れた。 その後、 生息個体数 ・ 群れ数が増加、 生息

域の拡大等 に よ り 、 農作物被害の広域化が進み、 民家周辺域に定着す る な ど、 地

域住民 と の軋礫が増大 し社会問題化 してい る 。

地域住民 と ニ ホ ンザル と の共生の確立が急務 と な っ てお り 、 共生に必要な情報

を得る た め 、 むつ市管内 のニホ ンザルの実態生息調査を 実施 した。

2. 調査地域

むつ市管内

調査対象地域

ー



3． ● 査 内 容

1. む つ 市 管 内 の ニ ホ ン ザ ル生 息調査 に つ い て

むつ 市 管 内 に 生 息す る ニ ホ ン ザル個 体群 の 現状 に つ い て 、 特定非 営利 活 動 法人

ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン が

① 事 前調査 と し て 、2012 年8 月 に 実施 し た 夏季 ニ ホ ン ザル調 査 、 建川 氏 か ら 提

供 を 受 け た サル情報 等 の解析 、2012 年 の 秋 以 降 冬 季調 査 ま で の 間 に 事 前調査

を 実施 し た 。

② 冬 季 ニ ホ ン ザル調 査 と し て 、2012 年12 月21 日 ～26 日 大 畑 ・ 薬研地 区 、2012
年12 月25 日 ～29 日 脇 野沢 ・ 湯 の 川 地 区 の ニ ホ ン ザル 実態 生 息調 査 を 実施 し

た 。

③ 補足 調 査 と し て 、2013 年1 月 末 ま で 脇 野沢 地 区 の サ ル の 調 査 を 実施 し た 。

2. ま と め

む つ 市管 内 の ニ ホ ン ザル 生 息調 査 を集 計解析 し 、2012 年度 む つ 市 管 内 に 生 息

す る ニ ホ ン ザル の 生 息 実態調 査 の ま と め を報告 す る 。

4 ． ． 調査 な ら び に 調査 結果 へ の 取 り 組み方 （姿 勢）

下 北 半 島 の ニ ホ ン ザル の 生 態調 査 は 、1960 年代 か ら2013 年 の 現在 に 至 る ま で 、 継続調

査 さ れ て い る 日 本 で も 稀 有 な 調査 の歴 史 を 持 っ て い ま す 。 当NPO 法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ

ー ル ド ス テ ー シ ョ ン は 、 団 体 の 名 称 は変 わ っ た も の の 当 初 か ら 調 査 に 携 わ っ て き ま し た 。

毎 回 、 正確 な 現状 の 把握 を 心 が け て い ま す が 、 誤差や曖 昧 さ は ぬ ぐ い き れず 、 よ り 真 実

に 近 い調 査結 果 を 求 め て い ま す が 、 不 確実性 を 秘 め て い ま す。 ま た 、 サル 自 体 も 突然群れ

か ら 離れ た り 、 群れ に 入 っ て き た り し 、 群 れ の 個 体数 も 変 動 し 、 常 に 同 じ 数 が い る も の で

は あ り ま せ ん 。 ま た 、 今 ま で 生 息 し て い な い 地域へ突然遊動 し行動 範 囲 を 広 げ る こ と も あ

り ま す。 採食物 に し て も 今 ま で食べ な か っ た も の を 、 突然食べ始 め る こ と も あ り ま す 。 こ

の よ う に 、 サ ル は非 定 常性 の 生 き 物 な の です。 こ う し た 不確 実性 な 調 査 と 非 定 常性 な サ ル

を 対象 と し て い る こ と を 肝 に 銘 じ 、 取 り 組 ん で き ま し た 。 こ れ ら の こ と を 念 頭 に 、 調 査 の

結果 を 出 し報 告す る 上 で 以 下 の3 点 に つ い て 、 特 に 慎重 に 判 断 し て き ま し た 。

① 今 ま でサル の 生 息 を確認 し て い な い 地域 で の サル の 出 没 に つ いて 。 傍i群 の扱 い）

突然 、 サル が 湧 い て 出 る わ け で は あ り ま せ ん。 ま ず 、 出 没 し た サ ル が ハ ナ レ ザル か

否 か 、 複数 だ と し て も オ ス グル ー プ か ど う か 、 群れ だ と し た ら そ の 個 体数や構成 （ベ

ビー の 数や オ ト ナ オ ス の 数 な ど） 、 と 状況把握 を 第一 に 行 い ま す 。 ハ ナ レ ザルや オ ス

グルー プだ と し た 場合 、 そ の 旨 を 報告す る に と ど ま り ま す。 出 没 し た サ ル が 群れ の 場

合 、 近 隣 の サル の 群れ の 実態把握 が 必要 と な り ま す。 近 隣 の 群れ の こ れ ま で の 個 体数
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や構成、 生息域、 観察地点な どを精査 しな ければな り ません。 個体識別が可能な場合

は重要な判断基準 と な り ま す。 そ して 、 あ く ま で も 同時観察 を原則 と し 、 新たな群れ

について群れ と 認定す る か ど う か、 どの群れか ら の分裂群か、 を判断 しま す。 一時的

なサブグルー ビ ン グ と い う こ と も 、 多々 あ り ま す。 確実なのは、 も う 一度 しば ら く 経

過 し てか ら 、 再発見する こ と で確実性が増すこ と にな り ま す。 こ の場合 も 、 同時観察

が基本です。

② 過去 にサルの群れを確認 し 、 群れ名 も 明 ら かに して いる 地域で、 サルの群れを観察 し

た場合 につ いて。 （群れの重複防止）

下北半島 に生息す る サルの群れに は、 調査 ご と に群れの確認が と れ、 個体数も構成

も ほぼ正確に記録でき る 群れ も いま すが 、 全て がそ う い っ た継続確認でき る 群れ と は

限 り ません。

2~3 年前に確認 し た群れがすでに い る 生息地で 、 サルの群れを見た場合、 通常2
~3 年前に確認 した群れ と 推定す る のが 自 然な判断です。 も ち ろん 、 個体識別ができ

て いれば、 判断の材料 と な り ます。 個体識別が でき ていない場合は 、 個体数や構成、

近隣の群れの状態な どで重複 し ない よ う に努め ま す。 極力 、 重複 し ない よ う に心が け

る こ と は、 調査結果が猿害対策 に も 大き く 関係 して い る こ と に も 繋が り 、 大変重要な

こ と です。

そ の地域にすでに群れの存在を認定 し てい る 場合、 同時観察がで き ていない以上、

サルの群れを 見たか ら と いっ て 、 新 し い群れ と 軽々 に判断する こ と は し ません。 それ

はかな り 乱暴な判断です。 ただ、 報告書に は観察記録を残 し 、 後 々 の判断の材料に し

ま す。

新 し い群れだ、 いや違 う と い っ た議論に陥 り が ち ですが 、 真実はわか り ません し 、

そ こ が問題なのでは あ り ません。 調査に取 り 組む姿勢や考 え方の違いな のです。 わた

し た ちNPO法人は、 よ り 真実を求め る 上で、 群れの重複を極力避け る こ と を第一 と

し慎重 に判断 していま す。

新 しい群れや群れの重複を避け る 理由 は、 安易 に群れの認定を して し ま う と 、 そ の

結果が一人歩き して し ま う か ら です。 猿害対策において も 、 下北のサルの生態調査に

おいて も 、 基礎デー タ と な っ ていつま で も残っ て い く か ら です。 その後の調査で、 判

断 ミ ス と わかっ た場合、 そ の訂正 にかな り の時間 、 労力 、 経費を費やさ なければな り

ません。 そ う し た覚悟 も な く 、 軽々 し く 群れの認定はでき ないのです。 慎重 さ が求め

ら れ る の です。

③ 群れの名 称について

1960 年代下北半島 に は、A群、0群、B群、Z群、M群、 I 群の6 群が確認 さ れ

て いて 、 そ の後U群が加わ り ま し た。 現在、 確認 し て い る 群れは、 全て こ の7 群か ら
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の分裂群 と い う こ と に な り ま す 。 た だ 、 群れ の数 も 多 く な り 、 生息地 が 山 深い こ と な

ど で 、 継続 し て確認 で き て い た と は い え ま せ ん。 か な り 長期 間 、 確認が 取れ て い な い

間 に 、 分裂 を繰 り 返 し 、 出 身 そ の も の ま で が わ か ら な く な っ た 群れ も 多 く あ り ま す。

群れ の名 前 は 、 そ の群れ の 出 身 が わ か り 、 い わ ば群れ の歴 史 を 示す も の です。 以前 、

別 の調査会 が既存の群れ名 を 変 更 し て 新 し い名 前 で報告 し た こ と が あ り ま し た 。 下北

の サル の 実態 を探 る 上 で紛 ら わ し く わ か り づ ら い こ と を 指摘 さ れ 、 既存 の群れ名 に 直

す結果 と な り ま し た 。 調査 の 体制 や主体が 変 わ っ て も 、 既存の群れ名 を 踏襲す る こ と

は 、 当 然 の こ と で あ り 、 サルの歴史や現状 の 分析 、 猿害へ の 対策 な ど 、 広 く 下北半 島

の サル と 関 わ る 上 で 、 根 幹 と な る こ と だ か ら です。

群れ名 は 、 は っ き り と 分裂 が 確認 で き 、2 つ ま た は3 つ に な っ た 場合 は 、 ア ル フ ァ

ベ ッ ト の 次 に数字 を 加 え 、 出 身 が わか る よ う に 工夫 さ れて い ま す。 次 々 と 分裂 し て い

る 場合 は 、 アル フ ァ ベ ッ ト と 数字 を 交 互 に 組み合 わせ て い ま す。 た だ 、 分裂 の 際 、 出

身群 が 判 ら な い群れ は 、 発 見地 点や流域 を と っ て 、00沢 の 群れ と か、00山 の 群れ

と い っ た 地名 、 河川 名 な ど が つ い て い ま す。 出 身群 が わ か り 次第 ア ル フ ァ ベ ッ ト が 入

っ た群れ名 に な り 、 便 宜上 つ け て い る 群れ名 と い う こ と に な り ま す。

群れ名 は 、NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン が名 付 け て い る わ け で

は あ り ま せ ん。 各地域の サ ル調 査会 が つ け て い ま す。

以上 、3 点 の こ と に 特 に 留意 し て 、NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン は 、

調査 に 取 り 組ん で い ま す 。
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n ●査結果

1. 夏季ニホ ンザル胃査結果

◎ 調査の概要

2012 年8 月5 日 ～8 月10 日 の6 日 間、46 名 の調査員が参加 した。

調査範囲は 、 むつ市脇野沢全域 ・ むつ市川 内町蛎崎地区男川流域 ・ 佐井村牛滝地区

むつ市川 内町川 内 ダム周辺 ・ むつ市川 内町湯の川地区 と し た。

林道及び歩道の踏査を主体 と し 、 直接観察 に心が け フ ン等の フ ィ ール ドサイ ンの情

報 も 得、 調査結果に反映 さ せた。

調査前半は睛れの 日 が多 く 、 後半は午前中 が霧雨で午後か ら晴れ と い っ た気象状況

だっ た。 懸念 し て いた ア ブも 少な く 、 比較的調査の条件は良かっ た。

◎ 調査結果

●A2-84a 群

8 月5 日 田 の頭沢林道で発見。16:05~16:40 林道横断時に91 頭をカ ウ ン ト 。

8 月6 日 脇野沢斎場裏か ら瀬野林道へ移動。

8 月7 日 調査せず。

8 月8 日 調査せず。

8 月9 日 寄浪地区で発見。 牛の首岬か ら 西へ道路を横断する 。

8 月10 日 調査せず

く 構成 ＞

オス （r:JI) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 7 18 18 43
中 1 19 20
小 14 14

ベ ビー 14 14
計 8 18 65 91

2012 年8 月5 日 田 の頭林道を北か ら 南へ横断時

91顕 （内14ベ ピー）

●A2-84b 群

8 月5 日 調査せず。

8 月6 日 寄浪一新井田 間の道路周辺 で群れを発見、 群れは寄浪集落方向へ移動。 その

後、13:00~14:30 寄浪墓所周辺 を東か ら 西へ移動する 際、47 頭＋a をカ ウ

ン ト 。

5



8 月7 日

8 月8 日

8 月9 日

8 月10 日

蛸 田 地 区 で発 見。 観察 は で き た も の の カ ウ ン ト の チ ャ ン ス は な か っ た 。

芋 田 地 区東 で発 見 、 そ の 後 蛸 田 地 区方 向 へ移 動 。

調査せ ず。

調 査せず

« 構成 »
オ ス （8' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 13 1 16
ワ カ モ ノ 2 1 3
4~5 歳 2 2
3~4 歳 2 2
2~3 歳 5 5
1~2 歳 7 7
ベ ビー 8 8

年齢不 明 4 4
計 4 13 30 47

2012 年8 月6 日 寄浪 地 区 墓所周 辺 を東 か ら 西へ移 動 時

47 頭 （ 内8 ベ ビ ー ） ＋a

●A2-84c 群

夏 季調査期 間 中 の群れ の 確認 は で き な か っ た が 、 事 前調査 で イ ボ崎 の海岸線 で12 頭

を観察 し て い る 。

12 頭 （ベ ビー な し ）

●A2-85 群

8 月5 日 14:45 口 広 林道 出 合 い で発 見。14:56~16:45 口 広 出 合 い の 広場 を 東 か ら 西 へ

移動 す る と き に85 頭 を フ ル カ ウ ン ト 。

調 査せず。

イ ノ シ シ の 館裏 で確認。

調 査せず。

調査せず。

調査せ ず。

8 月6 日

8 月7 日

8 月8 日

8 月9 日

8 月10 日

く 構成 ＞

オ ト ナ

ワ カ モ ノ

2012 年8 月5 日 日 広川 出 会 い の 広場 を 東 か ら 西へ移動 時

ォA}?) 1 メ ス2:9) I 性□明 1 :

4 4 3 11
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4~5 歳 2 5 3 10
3~4 歳 1 2 1 4
2~3 歳 3 2 2 7
1~2 歳 2 1 14 17
ベ ビー 7 7

計 16 38 31 85
邸 贖 （ 内7 ベ ビー）

●A87 群

8 月5 日 調査せず。

8 月6 日 芋田 地区東で発見。 その後、9:30~15:00 東か ら 西へ移動す る群れを74 頭 ＋

a をカ ウ ン ト 。18:30 九艘泊サル橋付近ま で移動 して いた。

8 月7 日 調査せず。

8 月8 日 8:30 九艘泊 ー滝山線の道路峠 よ り300m 南で群れを発見。10:40 ま で観察。

その後 、 群れはサル橋付近ま で移動す る 。

8 月9 日 調査せず。

8 月10 日 調査せず。

« 構成 ＞ 2012 年8 月6 日 芋田 の砂防ダム周辺

オス （,JI ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 2 16 1 19
ワ カ モ ノ 6 2 8
4 歳 3 2 5
3 歳 1 5 6
2 歳 2 2
1 歳 2 2 4

ベ ビー 8 8
年齢不明 22 22

計 14 29 31 74
74 頭 （ 内8 ベ ビー） ＋c

※ 0群関連の観察情報

0 群は、0-1 群、02-A 群、02-B 群の3 群が存在する 。 各群れ ご と に踏査 してい

る が 、 生息地が重複 し て い る こ と な どか ら 、 調査 日 時 と 調査地域について は一括 し

て報告する 。
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8 月6 日

8 月6 日

8 月7 日

8 月8 日

8 月9 日

8 月10 日

海峡ラ イ ン を北上大荒川林道入 り 口 ま で、 海峡ラ イ ン石碑か ら 南下人切 山 か

ら尾根上を南下ゲー ト 近 く ま で、 武士泊林道、 面木林道、 細間林道 、 上下細

間牧場か ら尾根を越 し面木林道へ 、 青石林道 、 下細間林道 、 滝山 地区西の森

を5 バーテ ィ で踏査。

海峡ラ イ ン を 北上長右ヱ門林道ア ン ド 山西ま で、 武士泊林道 、 源藤城林道 、

蛎崎越林道 、 面木林道 、 細間上下牧場、 青石林道 、 穴間林道、 九艘泊 ー 滝山

線の道路 、 下細間林道を6 パーテ ィ で踏査。

海峡ラ イ ン を北上長右ヱ門林道ア ン ド 山西ま で 、 武士泊林道 、 細間上下牧場、

青石林道、 穴間林道 、 九艘泊 ー 滝山線の道路、 下細間林道 を8 パーテ ィ で踏

査。 源藤城林道、 蛎崎越林道、 面木林道、 細間上下牧場、 青石林道 、 穴間林

道 、 穴間か ら海岸線の尾根を面木林道滝 ノ 沢の上ま で、 九艘泊 ー 滝 山線の道

路、 下細間林道を8 パーテ ィ で踏査。

海峡ラ イ ン を北上、 武士泊林道 、 武士泊海岸ま で 、 源藤城林道、 蛎崎越林道 、

面木林道 、 細間上下牧場、 青石林道 、 穴 間林道 、 九艘泊 ー 滝山線の道路 、 穴

間か ら海岸線の尾根 を 面木林道滝 ノ 沢の上ま で、 下細間林道ま でを8 パーテ

ィ で踏査。

海峡 ラ イ ン を 北上長右ヱ門林道ア ン ド 山西ま で 、 源藤城林道 、 蛎崎越林道、

面木林道 、 細間上下牧場、 青石林道 、 穴間林道 、 九艘泊 ー 滝山線の道路 、 下

細間林道、 野平か ら 海峡ラ イ ン を南下、 ま で10 パーテ ィ で踏査。

海峡ラ イ ン を北上大荒川林道 、 武士泊林道、 武士泊海岸ま で、 蛎崎越林道 、

細間上下牧場、 ま でを4 パーテ ィ で踏査。

●01 群

8 月4 日 、6 日 、6 日 、7 日 、8 日 、9 日 、10 日 の7 日 間 、 下細間沢 、 細間林道、 青

石林道出合い付近、 穴間 一 青石林道 、 細間 ー 滝山林道 、 細間林道で観察。

＜ 構成 >
[ 2012 年8 月10 日 細間林道

オス （o") メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 1 12 13
ワ カ モ ノ 4 1 2 7

4~5歳 2 2
3~4 歳 2 2 5 ，
2~3 歳 1 2 3 6
1~2 歳 3 3
ベ ビー 2 1 8 11
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年齢不 明

計

6 6

12 18 27| 57
57 頭 （内11 ベ ビー） ＋ “

●02-A群

8 月6 日 、6 日 、7 日 、8 日 、9 日 、10 日 の6 日 間 、 海峡ラ イ ン湯ノ 沢岳東、 海峡ラ

イ ン大荒川林道入 り 口 付近、 海峡 ラ イ ン石碑南あ た り の海峡 ラ イ ン周辺 で観察。

く 構成 » 2012 年8 月8 日 海峡ラ イ ン石碑付近

オス （cf' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 13 2 17
ワ カ モ ノ 2 1 3 6
4~5 歳 1 1
2~3 歳 3 3
1~2 歳 2 2
ベ ビー 8 8

` 9-

年齢不 明 2 2
計 4 15 20 39

39 頭 （内8 ベ ビー） ＋a

●02-B 群

8 月5 日 、6 日 、7 日 、8 日 、9 日 、10 日 の6 日 間 、 海峡 ラ イ ンM字カ ーブ付近を 中

心に海峡 ラ イ ン の南地城で観察。

く 構成 ~ 2012 年8 月9 日 海峡ラ イ ンM字カ ーブ南

オス （d') メ ス （ 阜 ） 性不明 計

オ ト ナ 2 8 10
ワ カ モ ノ 1 1
4 歳 2 2
3 歳 3 3
2 歳 2 2

ヽ —

1 歳 2 2 4
ベ ビー 2 1 3

計 7 10 8 25
25 頭 （内3 ベ ビー）

，



●u群

8 月6 日 牛滝集落への道路周辺 で2 つの群れを確認。 一つはテ レ メ 装着個体を確認。

8 月7 日 牛滝集落、 海峡 ラ イ ン を仏が浦方向へ車でパ ト ロ ール。

8 月8 日 海峡ラ イ ン 、 牛滝集落、 海峡ラ イ ン を仏が浦方向途中 ま でを 車でパ ト ロ ール

8 月9 日 海峡ラ イ ン 、 海峡 ラ イ ン を仏が浦方向途 中 ま でを 車でパ ト ロ ール

大荒川林道の長衛門林道で大規模な土砂崩れが あ り 、 長衛門林道の踏査が不可能であ

っ た。8 月6 日 に牛滝集落への道路 を南か ら 北へ移動す る サルの群れ52 頭 ＋a を観察

したが 、 こ の群れがZ2-B 乙群の可能性はあ る も の の 、 同 日 かな り 近い海峡ラ イ ンの

道路北側で も 別の群れ （ テ レ メ 装着個体確認） も 観察 し て お り 、 今回 の調査では52 頭

の方をU群 と す る 。

く 構成 )> 2012 年8 月6 日 牛滝集落への道路を南か ら 北へ横断時

オス （cJi ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 4 18 22
ワ カ モ ノ 2 2
4 歳 2 2
3 歳 4 4
2 歳 2 2
1 歳 7 7

ベ ビー 13 13
計 6 18 28 52

52 頭 （ 内13 ベ ビー） ＋a

●男川 の群れ

8 月5 日 調査せず。

8 月6 日 調査せず。

8 月7 日 男川林道 と そ の支流小川平林道 、 松 山沢林道 、 滑川林道 、 板家戸沢林道 、 西

大家戸沢林道 を踏査。

8 月8 日 男川林道 と そ の支流小川平林道 、 滑川 林道 、 板家戸沢林道 を踏査。

8 月9 日 男川林道 と そ の支流小川 平林道 、 板家戸沢林道 、 西大家戸沢林道 、 宿野辺川

の西又沢林道 、 金八林道 を踏査。

8 月10 日 男川林道 と その支流小川平林道 、 サイ ベ タ 沢林道 、 宿野辺川 の西又沢林道 、

金八林道を踏査。

8 月7 日 、8 日 、9 日 、10 日 と4 日 間 、 男川林道、 小川平林道 、 サイ ベタ 沢林道 、 宿

野辺川 の西又沢林道、 金八林道を踏査 し たが 、 新 し い食痕 と 古い フ ン を確認 し ただけ
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で 、 群れの 目 撃はでき なかっ た。 ただ し 、 海峡ラ イ ンで調査期間中に02-A群を鐵

察 し て いて 、 同時期 に複数頭の食痕を葎認 して い る こ と か ら 、 男川流域に群れがいた

こ と は間違いない。

※ 川 内川 ・ 川 内 ダム周辺の群れの情鶉

調査 日 時、 調査地域について は、 一括 し て報告す る 。

8 月5 日

8 月6 日

8 月7 日

8 月8 日

8 月9 日

8 月10 日

調査せず。

川 内 ダム を経由 し牛滝地区 、 仏が浦途 中 ま で、 川 内一佐井線峠を少 し越えた

地点ま で、 新助林道を車でのパ ト ロ ール と 踏査。

川 内 ダム を経由 し牛滝地区 、 仏が浦途 中 ま で、 川 内一佐井線の砥石川林道、

湯の川 開拓地域、 湯野小川林道 、 名 由川林道、 和 白川林道を車でのパ ト ロ ー

ル と 踏査。

川 内 ダム を経由 し牛滝地区 、 仏が浦途中 ま で、 川 内一佐井線峠を少 し越えた

地点ま で、 砥石川林道、 三九郎川林道、 湯の川 開拓地域、 新助林道、 名 由川

林道、 和 白 川林道を車でのパ ト ロ ール と 踏査。

川 内 ダム を経由 し牛滝地区 、 仏が浦駐車場ま で、 桂沢林道、 野平か ら海峡ラ

イ ンを南下、 川 内一佐井線峠ま で、 、 砥石川林道、 三九郎川林道、 新助林道、

を車でパ ト ロ ール と 踏査

名 由川林道を踏査。

●安部城北の群れ

8 月6 日 以降5 日 間カ モ シカ ラ イ ンヘ調査 に入る が 、 群れの 目 撃は6 日 と9 日 の二 日

間 であ っ た。

く 構成 ~ 2012 年8 月6 日 和 白 沢を左岸か ら右岸へ移動時

オス （<Ji ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 3 8 1 12
ワ カ モ ノ 4 4

1 歳 1 1
ベ ビー 4 4

計 7 8 6 21
21 頭 （内4 ベ ビー） ＋a
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●M2-B群関連

8 月6 日 以降5 日 間 カ モ シカ ラ イ ンヘ調査に入る が、M2-B群関連の群れの確認は

取れなかっ た。 ただ、8 月9 日 カ モ シカ ラ イ ンヘア ピ ン カ ーブ手前でオス4 頭を確認 し

た。 こ れが群れの一部か ど う か不明 だが 、 今回 はオス グループ と した。

●Z2-B 乙群

8 月6 日 に確認。 テ レ メ 装着個体を確認。 海峡 ラ イ ンの牛滝地区の 山側 の斜面で観察。

く 構成 ~ 2012 年8 月6 日 海峡ラ イ ン牛滝地区 道路北側斜面

オス （cl' ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 2 8 10
ワ カ モ ノ 2 1 3
4 歳 1 1
3 歳 4 4
2 歳 1 1
1 歳 3 3

ベ ビー 4 4
計 4 ， 13 26

26 頭 （内4 ベ ビー）

●ハナ レザル ・ オス グループ

事前調査時 7 頭のオス グループ 九艘泊地区 九艘泊 ー 滝山線

2012 年8 月1 日 3 頭のオス グループ(7 歳 • 4~5 歳 • 3~4 歳） 桧川 川 内 高

校東

201,2 年8 月9 日 4 頭のオス グループ 湯の川 地区 カ モ シカ ラ イ ン

2012 年8 月10 日 3 頭のオス グループ(5 歳2、4~5 歳l) 蛎崎集落東

2012 年8 月10 日 1 頭のオ ト ナが 海峡ライ ン 野平地区ゲー ト 付近

【 採食物 】

ソ バの実 ・ ササの葉 （新芽） ・ ヘ ビイ チ ゴの果実 ・ エ ビガ ラ イ チ ゴの果実 ・ ナ ワ シ ロ

イ チ ゴの果実 ・ ク ズの花 と 葉 ・ ニ ガキの果実 ・ イ ネ科SP の種子 ・ シ ロ ツ メ グサ の葉 と

地下茎 ・ レ ッ ド ク ロ ーバーの葉 ・ フ キバ ッ タ ・ ト チの実 ・ ツ ノ ハシバ ミ の種子 ・ オオハ

ナ ウ ドの茎 ・ エ ゾニ ュ ウ の葉 と 茎 ・ ホオ ノ キ の葉 ・ ス ス キ の茎 ・ コ ブシの葉 ・ ヨ モ ギの

葉 ・ ノ ブ ド ウ の実 ・ ソバナの花
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2. 事薗■査

i ) 肇川 氏擾供の 情輯

建川 洋 二 氏 が個 人 的 に 観察調 査 さ れ た ニ ホ ン ザル情 報 の 中 で 、 む つ 市 管 内 に 生 息す

る サル情 報 に つ い て 提供協力 し て い た だ い た 。 そ の 結果 を 一 覧 に し 報 告す る 。

鐵察 日 時 群 れ名 個 体数 観察 場所

2012-7-14 M2 - B 群 18 頭 （ 内3 ベ ビー ） ＋a カ モ シ カ ラ イ ン （ 県道46 号線 ）

11: 28~13: 00 関 連 砥石川 出 合 い 付近

2012-7-17 M2-B群 13 頭 （ 内2 ベ ビー ） ＋a カ モ シ カ ラ イ ン 佐 井 村 と の 町

11: 20~14: 50 関 連 村界 の 峠南

2012-7-18 安 部城 北 の 41 頭 （ 内6 ベ ビ ー ） ＋ a 湯 の 小 川 林 道 を 北 か ら 南 へ 横

13: 05~15 : 15 群れ 断時

2012-7-27 安 部 城 北 の カ ウ ン ト で き ず ふ れ あ い 温 泉 南 川 内 川 左 岸

12: 28~14: 20 群れ 県道46 号線沿 い

2012-8-4 M2-B群 15 頭 （ 内2 ベ ビ ー ） ＋a 新助 林道

13: 06~13: 60 関 連

2012-8-4 安 部 城 北 の 46 頭 （ 内8 ベ ビー ） ＋a 鍵掛沢 を 北 か ら 南 へ横断時

10: 50~12: 35 群れ

ii ) 事前■査結果

◎2012 年11 月19 日

◎2012 年12 月1 日

A2-84b 群 牛 の 首 岬 駐車場広場

56 頭（内4 ベ ビー） ＋a

A87- a 群 九艘 泊 — 滝 山 線 自 動 車道 路

55 頭（内5 ベ ビー） ＋a

◎2012 年12 月11 日A87- b 群 蛸 田 地 区 西 の 海岸線 の 広 場

オ ス （8' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 3 8 11
ワ カ モ ノ 2 2 4
3~4 歳 1 1
2~3 歳 2 2
1~2 歳 6 6
ベ ピー 2 2

計 5 10 11 26
26 頭 （ 内2 ベ ビー ）

18



3 ． 冬季ニホ ンザル胃査結果

A) 大畑 ・ 薬研地区

◎ 調査の概要

2012 年12 月20 日 ～12 月26 日 の7 日 間、17 名 の調査員が参加 した。 調査範囲

は、 むつ市大畑町 ・ 薬研地区（大畑川 流域） ・ 風間浦村下風呂地区ま で と した。

林道及び歩道の踏査を主体 と し 、 直接観察 に心が け 、 発見時に は追跡 し 、 群れの個

体数 ・ 構成の把握 に努め た。 ま た 、 足跡、 フ ン等の フ ィ ール ドサイ ンの情報 も 調査

結果に反映 さ せた。

調査前半は晴れの 日 が多 く 、 後半は低温で吹雪 く 日 が続いた。 積雪量も それ程多 く

な く 、 大畑 ー佐井線 も 川 内方面 と の分岐ま で車で入山 でき た。 比較的調査の条件は

良かっ た。

◎ 調査結果

●I 2-Al 群

12 月20 日 二枚橋小学校正門前付近で観察。 目 視26 頭（内3 ベ ビー） 、 足跡で27 頭を肇

認。

12 月21 日 二枚橋地区方面の木野部峠で発見、 そ の後 、 三右ヱ門林道へ入る。33 頭（内

5 ベ ビー） を観察。

12 月22 日 木野部峠の国道279 号線で観察。33 頭（内5 ベ ビー） を確認。

く 構成 ~ 2012 年12 月22 日 木野部峠の国道279 号線

オス （<ft) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 3 11 1 15
ワ カ モ ノ 1 1 2
4~5 歳 2 2
3~4歳 1 2 3
2~3 歳 3 3
1~2 歳 1 1 1 3
ベ ビー 1 4 5

年齢不明

計 6 16 11 邸

邸 躙 （内5ベ ビー）
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●I 2-A2 群

12 月20 日 二枚橋桜 ロ ー ド終点 の畑周 辺 で観察 。 目 視14 頭 （内1 ベ ビー） を確認。

12 月21 日 二枚橋小学校西の林道で15 頭分 の 足跡 を 発 見 。 そ の 後 、 道 路 工事現場 で観

察。15 頭（内2 ベ ビー） を 直接観察。

く 構成 ~ 2012 年12 月21 日 二枚橋小学校西 の 工事現場

オス （rl' ) メ ス ( Jjl ) 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1 2
4~5 歳 1 1
3~4 歳 3 3
2~3 歳 1 1
ベ ビー 2 2

計 2 6 7 16
16 頭 （ 内2 ベ ビー ）

●12-B群

12 月22 日 畑尻 地 区西 、 国 道279 号沿 い で発 見。18 頭 （内3 ベ ビー） ＋a を確認。

12 月23 日 鳥谷場 ノ 上地 区 、 国道279 号線沿 い で発 見。26 頭（内7 ベ ビー） ＋a を 確認す

る 。

く 構成 ＞ 2012 年12 月23 日 鳥谷場 ノ 上地 区 、 国道279 号線沿 い

オ ス （ri' ) メ ス ( ~ ) 性不 明 計

オ ト ナ 1 8 9
ワ カ モ ノ 1 1 2
4~5 歳 1 1
3~4 歳 2 2
2~3 歳 2 2
1~2 歳 3 3
ベ ビー 7 7

計 2 ， 15 26
26 頭 （ 内7 ベ ビー ） ＋a

●I 2-C群

12 月22 日 三右衛門 林道か ら 入 山 し 、 佐藤 ヶ 平林道 に 出 て 、 下 山 す る ルー ト を た ど る が

サル情報 な し。

12 月23 日 小赤川 林道 、 大赤川 林道 、 木野部林道 、 鷹 ノ 巣沢林道 を 踏査 し た 。 鷹 ノ 巣沢

でI 2-A群 と 出 会 う が 、I 2-C群 の 情報 な し 。
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12 月24 日 小赤川林道、 大赤川林道を踏査 し たが、 サル情報な し。

●査期間 中に12-C群の肇露はでき なかっ た。

●Ka 群

12 月21 日 下獅子林道を300m入っ た場所で群れ発見、23 頭カ ウ ン ト 。 そ の後、 下獅

子林道出合い西の大畑 ー佐井線の道路でサルの群れの足跡を発見、22 頭分

を数え る 。 こ の二つの群れが 同一か、 ど う かは不明。

12 月22 日 近藤沢分岐付近 ヒ°ー ク277 で21 頭を 目 撃。50 頭 ぐ ら いはい る よ う な感触を

得た。 前 日 の足跡の群れ と 判定。 前 日23 頭カ ウ ン ト した群れは、 下獅子沢

と 三太郎林道の踏査では確認な し。 その間の新右衛門沢にいたのでは 、 と 判

断。 大畑 ー佐井線の道路を横切 る 足跡はな し。

12 月23 日 新右衛門 沢で39 頭（内4 ベ ビー） を確認。 こ の群れは21 日 に23 頭カ ウ ン ト

した群れ。

12 月24 日 下獅子沢で11 頭を 目 撃。 前 日 の39 頭の群れ と 判定。 上及び下近藤沢 も踏査

を したが 、 サル情報はなかっ た。22 日 の21 頭の群れは仁助沢方面に移動 し

て い る も の と 推測 さ れる 。

12 月25 日 大畑 ー佐井線の道路を川 内方面への分岐近 く ま で踏査 したが 、 サル情報はな

かっ た。

上記報告の 中 で、2 群確認 し てい る が 、 群れの個体数か ら12 月23 日 に新右衛門沢で

39 頭（内4 ベ ビー） を確認 し た群れをKa 群 と し 、 も う 一つの12 月21 日 に足跡22 頭

分、 翌22 日 に近藤沢で21 頭カ ウ ン ト し た群れを観察場所か らM2-A群関連の群れ と

す る 。 ただ し 、 群れの判定が全 く の逆の可能性 も あ る 。

« 構成 ~ 2012 年12 月23 日 新右衛門沢を右岸か ら左岸へ移動時

オス （cJ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 4 6 10
2~3 歳 6 6
1~2 歳 4 4
ベ ビー 4 4

年齢不明 15 15
計 4 6 29 39

39 顕 （内4ベ ビー） ＋c

●Ko -A群 （ 「イ ロ ハ」 の群れ）

12 月21 日 大畑ー佐井線の道路を踏査 したが群れの確認な し。

12 月22 日 薬研温泉周辺 、 う ぐい滝沢林道、 釜 ノ 沢林道、 白禿沢林道を踏査 したが 、 群
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れ の龍認 は な か っ た 。

12 月23 日 う ぐ い滝沢林道 、 釜 ノ 沢林道 、 小 目 名 沢林道 大 畑 町堂近 、 大 西股沢林道 、 を

踏査 、 釜 ノ 沢林道で2 頭 分 の サ ル の 足 跡 、 ,j'I 1 頭 を 目 撃 。 ま た 、 大畑 ー 佐井

線 の道 路 の紅葉橋東 を 南 か ら 北 へ移動 す る1 頭 の サ ル を 目 撃。 そ れ 以 外 、 サ

ルの 群れ の 情 報 な し 。

12 月24 日 小 目 名 沢林道 、 正津川 林道 、 大 畑 ー 佐井線 の 道 路 の 葉色 沢周 辺 、 釜 ノ 沢林道 、

曾古部川 林道 、 ゴネ 沢 林道 を 踏査。 葉色 沢 周 辺 で15 頭分 の 足 跡 を 発 見 。 観

察 場所 か らKo-B群 と す る 。

12 月26 日 う ぐ い滝 沢 林道 、 小 目 名 沢 林道 、 釜 ノ 沢 林道 、 大 畑 ー 佐井線 烏 沢 出 合 い の 手

前 ま で 、 を 踏査 し た が サ ル の 群れ の 情 報 は な か っ た 。 聞 き 取 り 情 報 と し て 、

12 月21 日 に う ぐ い 滝 沢林道 でサル の 群れ が い た と の こ と 。

12 月26 日 関 根橋 と 大 畑 高 校 間 で サル の 群れ を 発 見 。 確認個 体数 は9 頭。 こ の 群 れ を 観

察 地点 か らKo - A群 （ 「 イ ロ ハ 」 の 群れ ） と す る 。

く 構成 » 2012 年12 月26 日 関 根橋 と 大畑 高 校 間

オ ス （O' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 2 4
ワ カ モ ノ 2 2
3~4 歳 2 2
ベ ビー 1 1

計 2 7 ，
9 頭 （ 内1 ベ ビ ー ） ＋a (+ o: は 多数）

●Ko-B群

12 月21 日 大 畑 ー 佐井線 の 道 路 を 踏査 し た が 群れ の確認 な し 。

12 月22 日 薬研温泉周 辺 、 う ぐ い 滝沢林道 、 釜 ノ 沢林道 、 白 禿 沢林道 を 踏査 し た が 、 群

れ の 確認 は な か っ た 。

12 月23 日 う ぐ い滝沢林道 、 釜 ノ 沢林道 、 小 目 名 沢 林道 大畑 町堂近 、 大 西股 沢林道 、 を

踏査 、 釜 ノ 沢林道 で2 頭分 の サ ル の 足跡 、 d'l 頭 を 目 撃 。 ま た 、 大畑 ー 佐井

線 の 道 路 の 紅葉橋 東 を 南 か ら 北へ移動す る1 頭 の サ ル を 目 撃。 そ れ 以 外 、 サ

ル の群れ の 情報 な し 。

12 月24 日 小 目 名 沢林道 、 正津川 林道 、 大 畑 ー 佐井線 の 道 路 の 葉色 沢周 辺 、 釜 ノ 沢 林道 、

曾 古部川 林道 、 ゴネ 沢林道 を 踏査。 葉 色 沢周 辺 で15 頭分 の 足 跡 を 発 見。 観

察場所 か らKo-B群 と す る 。

12 月25 日 白 禿沢林道 の 出 合 い付近で20 頭 を確認。
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く 構成 » 2012 年12 月25 日 白禿沢林道の出合い

オス （<Ji ) メ ス （ 辛 ） 性不明 計

オ ト ナ 1 4 5
4~5 歳 1 1 2
3~4 歳 2 2
2~3 歳 1 1
1~2 歳 4 4
ベ ビー 2 2

年齢不明 4 4
計 2 5 13 20

20 頭 （内2 ベ ビー） ＋a

●S群

S 群について は、 今回調査で き なかっ た。

s群の葎圏は と れなかっ た。 保●査）

●M2-A群関連

12 月21 日 下獅子林道 を300m入っ た場所で群れ発見、23 頭カ ウ ン ト 。 その後、 下獅

子林道出合い西の大畑 ー佐井線の道路でサルの群れの足跡を発見、22 頭分

を数え る 。 こ の二つの群れが同一か、 ど う かは不明。

12 月22 日 近藤沢分岐付近 ヒ°ー ク277 で21 頭を 目 撃。50 頭 ぐ ら いはい る よ う な感触を

得た。 前 日 の足跡の群れ と 判定。 前 日23 頭カ ウ ン ト し た群れは 、 下獅子沢

と 三太郎林道の踏査では確認な し。 そ の間 の新右衛門沢にいたのでは、 と の

判断。 大畑 ー佐井線の道路を横切 る 足跡はな し。 上秋沢、 長次郎川 、 囲沢を

踏査 、 サル情報な し 。

12 月23 日 新右衛門沢で39 頭（内4 ベ ビー） を確認。 こ の群れは21 日 に23 頭カ ウ ン ト

した群れ。

12 月24 日 下獅子沢で11 頭を 目 撃。 前 日 の39 頭の群れ と 判定。 上及び下近藤沢 も踏査

を し たが 、 サル情報はなかっ た。22 日 の21 頭の群れは仁助沢方面に移動 し

て い る も の と 推測 さ れる 。

12 月25 日 大畑 ー佐井線の道路を川 内方面への分岐近 く ま で踏査 したが 、 サル情報はな

かっ た。

上記報告の 中で、2 群確認 し てい る が 、 群れの個体数か ら12 月23 日 に新右衛門沢で

39 頭（内4 ベ ビー） を確認 した群れをKa 群 と し 、 も う 一つの12 月21 日 に足跡22 頭

分、 翌22 日 に近藤沢で21 頭カ ウ ン ト し た群れを観察場所か らM2-A群関連の群れ と
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す る 。 ただ し 、 群れの判定が全 く の逆の可能性 も あ る 。

構成は取れなかっ たが、21 頭十a
50 頭前後の可能性大

●13-A群

今回の躙査でI 3-A群 と 断定で き る群れの確認は と れなかっ た。

I 3-A群は未確認

※ 大畑川流域、 薬研渓流に生息する サルの群れで、 今ま でKo -A群の 「イ ロ ハ」 に電

波発信機が装着 さ れ 、 群れの同定に役立っ て いたが 、 「イ ロ ハ」 の電波発信機の電池

の寿命切れなのか、 発信 し てお らず、 こ の流域に電波発信機を装着 したサルが いな く

な っ た こ と に な る 。 今回の調査で、4 つの群れの確認はで き た も の の 、 こ れま での個

体数や生息場所か ら推測 し て い る だけで、 群れの 同定に確実な根拠がな く な っ てい る 。

●ハナ レザル

2012 年12 月22 日A r::l'-1 頭 金山橋

2012 年12 月22 日 A不明1 頭分の足跡 釜 ノ 沢林道 滑川橋北50m

2012 年12 月23 日 足跡2 頭分 目 視A <Jtl 頭 釜 ノ 沢林道 滑川沢付近

前 日22 日 の1 頭分の足跡 と 同一 と 思われ る 。

2012 年12 月23 日 A r::l'-1 頭 ゴネ沢 と 葉色沢の間

Ko-B群が近 く にいたた め 、 群れの周辺のサル と 判定。

2012 年12 月24 日 A不明1 頭分の足跡 曾古部林道
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B)•胃沢 · 漏の川 蠅区

◎ ●査の●賽

2012 年12 月25 日 ～12 月29 日 の5 日 間 、51 名 の調査員 が 参加 し た 。 調査範囲

は 、 むつ市脇野沢全域 ・ 佐井村牛滝地区 ・ むつ市川 内 町川 内 ダ ム 周 辺 ・ むつ市川 内 町

川 内川 流域 ・ むつ市川 内 町蛎崎地 区 ・ むつ 市川 内 町男 川 ・ 宿 野部川 流域 と し た 。

林道及 び歩道の踏査 を 主体 と し 、 直接観察 に 心が け 、 発 見時 に は追跡 し 、 群れの 個

体数 ・ 構成の把握 に努 め た。 ま た 、 足跡 、 フ ン等 の フ ィ ール ド サ イ ン の情報 も 調査結

果 に反映 さ せた。

調査前半 は低温で吹 雪 く 日 が続い た が 、 後 半 は天候 が 荒れず 、 ま ず ま ず で あ っ た 。

ただ 、 海峡 ラ イ ン を 北上す る 踏査 は 、 道路 工事 を し て い た こ と な ど で実施で き な かっ

た。

◎ 躙査結果

●A2 - 84a 群

12 月26 日 瀬野黒岩 の 中 山 間電柵畑周 辺 で観察。14 頭 を 目 視 し た が 、 ま だ ま だ周 辺 に

い る 模様。

12 月27 日 瀬野黒岩 の 中 山 間電柵畑周 辺 で観察。 電気柵内 で シ ロ ツ メ グサ を 採食 し て い

る 時 に75 頭 （ 内10 ベ ビー ） を カ ウ ン ト 。

12 月28 日 瀬野黒岩 の 中 山 間 電柵畑周 辺 で観察 。 電気柵内 で シ ロ ツ メ グサ を採食 し て い

る 時に61 頭 （ 内3 ベ ビー） を カ ウ ン ト 。

12 月29 日 瀬野黒岩 の 中 山 間電柵畑周辺 で観察。 電気柵内 で シ ロ ツ メ グサ を採食 し て い

る 時に77 頭 を カ ウ ン ト 。

く 構成 ＞ 2012 年12 月27 日 瀬野黒岩 の 中 山 間 電柵畑周 辺

オ ス （if' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 3 19 22
ワ カ モ ノ 1 2 3
4~5歳 1 12 13
3~4歳 2 2
1~3 歳 25 25
ベ ビー 10 10

年齢不 明 2 2
計 5 19 53 33

77 頭 （ 内10 ベ ビー ） ＋a
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●A2 - 84b 群

12 月27 日 牛 の 首 岬 の 中 で観察。4頭は龍認 し た が 、 ま だま だい る 模様。

12 月28 日 牛 の 首岬 内 で発 見 、 県道175 号の 寄浪地 区側 を横断時に49 頭 （内2 ベ ピー）

を フ ル カ ウ ン ト 。

く 構成 ~ 2012 年12 月28 日 牛 の 首岬か ら 寄浪地区へ県道175 号横断時

オ ス （cf ) メ ス （ 阜 ） 性不 明 計

オ ト ナ 6 12 1 19
ワ カ モ ノ 1 3 3 7
3~4歳 1 2 11 14
2~3 歳 6 5
1~2 歳 2 2
ベ ビー 2 2

計 8 17 24 49
49 頭 （内2 ベ ビー ）

●A2 - 84c 群

今 回 の調査期 間 中 にA2 - 84c 群 の確認 は と れ な か っ た 。 一年間 を 通 し た観察 に委 ね

た し ‘。 •

A2-Mc 群は未葎圏

• A2-85 群

12 月27 日 小沢地 区薬師堂東か ら 中 山 間 の電気柵の背後 を東へ移動。75 頭 を確認。

12 月28 日 小沢地 区殿崎 の 中 山 間 の 電気柵背後 か ら 東へ移動。80 頭 （ 内13 ベ ビー） カ

ウ ン ト 。

12 月29 日 蛎崎小学校背 後 、 錦帯城公園 周 辺 の森で観察。

く 構成 » 2012 年12 月28 日 小沢地 区殿崎 の沢 を 西 か ら 東へ移動時

オ ス （rJ ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 8 16 24
ワ カ モ ノ 3 2 6

. 3~4 歳 3 2 5
2~3 歳 2 2--

1~3 歳 5 5
ベ ビー 13 13

年齢不 明 26 26
計 11 21 48 80

80 贖 （内18 ベ ビー）
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年齢 ・ 性別不明が26 頭 と 多 く 、 構成は十分に と れなかっ た。 オ ト ナな ら びに ワ カ モ ノ

のかが多 く 、 周辺 にいたが グループが加わ っ て い る も の と 思われる 。

●A87 群

12 月25 日 九艘泊小学校東の森で観察。25 頭 ぐ ら いは確認で き たが 、 ま だま だい る 。

九艘泊川 の左岸 を北上す る 。

12 月26 日 九艘泊 沢のサル橋北の九艘泊 ー 滝 山線の右岸でサルを観察。20 頭 ＋a を数

え る が 、 フルカ ウ ン ト で き ず。

12 月27 日 九艘泊 ー 滝山線を 中心 に踏査 し たが 、 サルの情報な し。

12 月28 日 九艘泊 沢の右岸でサル発見、 追跡。 貝崎の海岸で北海岬へ移動す る グループ

と 貝崎を西へ移動する グループに分かれ る 。

A87 群 は、 調査員が通年 して観察 して い る 。 個体識別 も 完璧に行われて い る こ と か ら 、

そ の情報を調査結果に反映 さ せ る 。 ま た、A87 群は こ こ 一年サブグルー ピ ン グ し て い る

こ と が多 く 、 近々 分裂の可能性が高い。

● 0 群関連

0 群は こ れま での調査で01 群、02-A 群、02-B 群の3 群を確認 して い る 。 今回 の調

査で も群れの確認は と れてい る が 、 観察 した群れの 同 定が難 し く 、0群関連 と し て 報告す

る 。 その過程で こ れま での個体数の状況や観察地点な どか ら 、3 群を判定す る 。

12 月25 日 海峡ラ イ ン の石碑ま で 、 蛎崎越林道 、 源藤城林道 、 面木林道 、 細間林道 、 細

間牧場、 青石林道 、 穴間林道 、 九艘泊 ー 滝山線、 下細間林道 と 踏査。 下細間

林道 と 九艘泊 ー 滝山線の 穴間分岐手前で、 南及び南西へ移動す る 複数頭の足

跡を発見。 サルの姿は見なかっ た。

12 月26 日 武士泊林道、 蛎崎越林道 、 源藤城林道 、 面木林道、 細間林道 、 細間牧場、 青

石林道、 穴間林道、 九艘泊 ー 滝 山線、 下細間林道、 二の渡沢 と 踏査。 二の渡

沢の 中 で北か ら 南へ移動する3~4 頭の足跡。13:00 面木林道の細間上牧場

の北の林道でサルの鳴き 声 と 北～南へ移動す る9 頭の足跡。12:30~13:15
青石林道で19 頭 （ 内1 ベ ビー） 北～南へ移動す る と こ ろ を観察。3 情報は 、

それぞれ別の群れな ら びにオス グループ と 推測 さ れ る 。

12 月27 日 武士泊林道 、 武士泊海岸 、 蛎崎越林道、 源藤城林道 、 面木林道 、 細 間林道 、

青石林道 、 穴間林道 、 九艘泊 ー 滝山線、 下細間林道 、 二の渡沢 と 踏査。 青石

と 穴間の間のス ギ間伐地で11 頭 （ 内2 ベ ビー） を確認。 前 日 の19 頭 と 同一。

武士泊林道で古い フ ン 、 食痕を発見。 サルの姿は な し。

12 月28 日 面木林道 、 細間林道 、 細間牧場、 青石林道、 穴間林道 、 九艘泊 ー 滝山線、 下
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細 間 林道 と 踏査。 細間 上 の牧場でサル発見 そ の後 、 綱間 下の牧楊 ま で移動す

る 間 に22 頭 （ 内2 ベ ビー） を龍認。 移動 の方向 な ど か ら26 日 の面木林道

の9 頭 の 足跡の群れ と 推測。 九艘泊 ー 滝 山線の 穴間分岐東で道路 を横断す る

1 頭分 の 足跡 と14:50 鳴 き 声。 こ の サル情報近辺 に 前13 の19 頭の群れが い

る も の と 推測 。

12 月29 日 海峡 ラ イ ン の 石碑ま で 、 武士 泊 林道 、 蛎崎越林道 、 源藤城林道 、 面木林道 、

細 間 林道 、 青石林道 、 穴 間 林道 、 九艘泊 ー 滝 山線 、 下繍間林道 と 踏査。 青石

林道 な ら びに 穴 間 林道 を 北 ～ 南へ移動す る19 頭の足跡 を発見 、 そ の後 、9:37
~13:50 ガ ン ケ 山 北 の森 で数頭の サル を 目 撃 、 鳴 き 声 も 数回 聞 く 。26 日 か ら

追跡 し て い る 群れ と 判 定。8:16~14:20 細 間 下 の 牧場でサル を観察 、 そ の 後

追跡 、 青石海岸へ降 り る こ と を確認す る 。 サル の数は最大5 頭 と 少 な か っ た。

こ れが28 日 に22 頭観察 し た群れ と 判 定。 ま た 、 武士 泊海岸への 林道 で南か

ら 北へ移動す る18 頭分 （大14 、 小4) の 足跡 を確認。

以上 の調査結果か ら 、 サルの群れ3 群 の確認 は と れた。26 日 に 青石林道 で観察 し た19
頭 十a 、28 日 に細 間 上 の牧場か ら 下 の牧場へ移動 し た22 頭 （ 内2 ベ ビー ） ＋a 、29
日 武士 泊 海岸へ の林道 で確認 した18 頭分の 足跡 の3 群 で あ る 。 ま た 、26 日 に 二 の渡沢

を 南下す る3~4 頭 の 足跡 も 確認 、 少数の が グルー プの 可能性が 高 い。 ・

今 回 の発 見場所か ら 、26 日 に 青石林道で観察 し た19 頭 ＋a を01 群 、28 日 に 細 間 上

の 牧場か ら 下 の 牧場へ移動 し た22 頭 （ 内2 ベ ビー ） ＋a を02-A 群、29 日 武士 泊海

岸への林道 で確認 し た18 頭分 の 足跡 を02-B 群 と す る 。 た だ、01 群 は60 頭 を越 え

る 群れ で あ っ た こ と か ら 、01 群 が 分裂 し 、 今 回 の19 頭 ＋a の群れ と22 頭 ＋a の群れ

に 分 裂 し た 可能性 も あ る こ と を 明 記 し た い 。 そ の 際 、18 頭 の 足跡が02-A 群 と 推測 さ

れ 、02-B 群 は確認で き な か っ た こ と に な る 。

◎01 群

く 構成 ＞ 2012 年12 月26 日 青石林道 を 北～南へ移動時

オ ス （ <Ji ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 4 4
コ ザル 6 6
ベ ビー 1 1

年齢不 明 8 8
計 19 19

19 頭 （内1 ベ ビー ） ＋a
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◎02-A 騨

◎02-B 群

22 順 （ 内2 ベ ビー ） ＋a

18 頭 ＋a ［ 足跡 ］

2012 年12 月28 日

細 間 上牧場か ら 細 間 下牧場

への移動 時

2012 年12 月29 日

武士泊海岸への 林道

● B 群お よ びU 群

海峡 ラ イ ン を 北 上す る 踏査 が 、 道 路 工 事や積雪量な ど で 実施 で き な か っ た。B 群 お よ

びU群 は未調 査 と な っ た 。

B 群お よ びU 群 は未調査

● 男 川 群

12 月26 日 男 川 林道松 山 沢 出 合 い西 ま で踏査 、 サル情報 な し 。

12 月27 日 男 川 林道 滑川 沢 出 合 い ま で と 小川 平沢 を 踏査 、 サル情報 な し 。

12 月28 日 男 川 林道板家戸 沢 出 合 い ま で と 小川 平沢 を 踏査 、 古 い食痕 は確認 し た が 、 そ

れ以 外 は情報 な し 。

12 月29 日 男 川 林道 滑川 沢 出 合 い ま で と 宿 野部川 西又沢林道 と 金八 沢林道 を 踏査。 金八

沢 林道 で10: 41 サ ルの 鳴 き 声 を 聞 く 。 林道 を 西 か ら 東へ横断す る40 頭分

足跡 を確認。

40 頭 ＋a ［ 足跡 】 2012 年12 月29 日

金八 沢林道 を 西 か ら 東 へ移動 す る

● 安部城北 の群れお よ びM2-B 群関 連 の群れ

12 月27 日 川 内 川 沿 い の 県道46 号線 ゲー ト ま で を 車で の パ ト ロ ール と 名 曲 沢林道 の踏

査。 川 内 ダ ム 方面 も 車で の パ ト ロ ール。 川 内 開 拓 あ た り の 道路 沿 い の ヤ マ グ

ワ に食痕 あ り 。 川 内 ダム 西 で6 頭 を 目 撃。 た だ し 、 こ れ は 前 日 に35 頭 カ ウ

ン ト し たZ2-B 乙群。

12 月28 日 川 内 川 沿い の 県道46 号線 ゲー ト ま で と 、 新助林道 、 湯 の 小川 林道 、 和 白 沢

林道 を 踏査。 新助 林道入 り 口 近 く で新 し い複数頭 の 北上す る 足 跡 、 そ の 後 、

名 目 川 と の境 の尾根 で3 頭 の サル を 目 撃 、 鳴 き 声 か ら ま だ ま だ い る 模様 。 観

察 地点 か らM2-B群 関 連 の群れ と 判 断。 和 白 沢林道 の 入 り 口 近 く で南 下す

る 最大9頭分 の 足 跡 を確認。 観察 地点 か ら こ れが 安部城 北 の 群れ と 判 断す る 。

12 月29 日 川 内川 沿 い の 県道46 号線ゲー ト を越 え ピ ー ク568 南 ま で と 、 和 白 沢南 ビー
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九312 付近ま でを踏査。28 日 の3 頭のサルは、 名 目 川林道で11: 49 に鴫

き 声 を聞 き 、13: 13 に9 頭を 目 撃。 名 目 川林道を横断する 邸 頭の足鵬を鶴

認す る 。 ま た 、 前 日 の和 白 沢林道の群れは、8 頭の足跡を醸認 し、10: 57
に2 頭を 目 撃。 和 白 沢南の斜面 ビーク312 付近に移動する 。

◎安部城北の群れ

9 頭 十a 【足隧）

◎M2-B群関連の群れ

33 頭＋a 【 足跡】

2012 年12 月28 日

和 白 沢林道入 り 口 付近

2012 年12 月29 日

名 目 川林道を南か ら 北へ移動する 足跡

●Z2-B 乙群

12 月26 日 川 内 ダム 西で群れを発見。 ヤマ グ ワ に鈴な り に なって食べていた。36 頭を

フルカ ウ ン ト 。

12 月27 日 前 日 と 同 じ場所で6 頭を 目 撃。

く 構成 ~ 2012 年12 月26 日

● ハナ レザル ふ グループ

オス （ if') メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 3 17 20
ワ カ モ ノ 3 3
4 歳 2 2
3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 4 4

ベ ビー 4 4
計 6 17 12 邸

85 頭 （内4 ベ ビー）

2012 年12 月26 日 二の渡沢で北か ら 南へ移動する3~4 頭の足跡
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« 鰈貪. )

シ ロ ツ メ グサの地下茎 と 葉 キ ノ コSP ヤマ グ ワ の冬芽 と 樹皮 、 ササの脇芽 と 葉 、 ク

ズの種子 と 樹皮 、 ア オダモの冬芽 と 樹皮 、 ホオ ノ キの樹皮 、 ミ ズナ ラ の樹皮 と 実、 サルナ

シの樹皮 、 コ シア プラ の樹皮 と 冬芽 、 ガマ ズ ミ の冬芽、 ト チ の実、 ア カ マ ツ の樹皮 と 種子

（マ ッ ポ ッ ク リ ） 、 ヤ マハゼの種子 、 ス ス キの茎 、 カ ワ ラ ダケ 、 地衣類、 イ タ ヤ カ エデの

樹皮 、 長ねぎ 、 ダイ コ ン 、 サ ク ラ の樹皮 、 ヤ ド リ ギの枝、 柿の実、 ツ ルア ジサイ の冬芽
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4. 補足胃査

A2-84c 群

く 構成 ＞

2013 年1 月31 日

41

寄浪地区 白岩の海岸線斜面

11 頭

オス （c!' ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 1 3 4
3~4歳 1 1
2~3 歳 3 8
1~2 歳 2 2

年齢不 明 1 1
計 1 3 7 11



6 ． ま と め

むつ 市管 内 の ニ ホ ン ザル 生 息 実態調 査 を集積分析 し 、2012 年度 む つ 市管 内 の ニ ホ ン ザ

ル生息実 態調査 の結果 と す る 。

群れ名 個体数 調 査 日 調査 地 2011 年個 体数

1) A2·84a 群 77 頭 十a 2012·12·27 瀬 野 黒岩 中 山 間 電 気柵 96 頭 （lOB)
(10B) 周 辺

2) A2·84b 群 49 頭(2B) 2012·12·28 牛 の 首 岬 寄浪地 区 60 頭(9B)
3) A2·84c 群 11 頭(B な し ） 2013·1·13 寄 浪地 区 白 岩海岸線 14 頭(3B)
4) A2·85 群 80 頭 （13B) 2012·12·28 小 沢 地 区 殿崎 87 頭 十a

(20B)
5) A87 群 74 頭 十a 2012·8·6 芋 田 地 区 砂 防 ダ ム 73 頭(16B)

(7B)
6} 01 群 57 頭 十a 2012·8·10 細 間 林道 65 頭(6B)

(llB)
7) 02-A群 39 頭 十a 2012·8·8 海峡 ラ イ ン 石碑周 辺 35 頭 十a

(8B) (6B)
8) 02-B群 25 頭(3B) 2012·8·9 海峡 ラ イ ン M字 カ ー ブ 10 頭 十a

付近

9) B 群 ~36 頭 十a~ 2005·8·4 長 右衛 門 林道 未確認

10) u群 52 頭 十a 2012·8·6 牛滝集落 へ の道 路 73 頭 十a
(13B) (15B)

11) 男 川 群 40 頭 十a 2012·12·29 宿 野部川 金 八 林道 20 頭 十a
【 足跡】 【 足跡 ）

12) M2·B群 33 頭 十a 2012·12·29 目 名 川 林道 24 頭 十a
関 連 【 足跡】 (3B)

13) 安 部 城 北 46 頭 十a 2012·8·4 鍵掛沢 33 頭 十a
の群れ (8B) (4B)

14) Z2·B2 群 35 頭(4B) 2012·12·26 川 内 ダ ム 西 の 道 路 沿 い 18 頭(4B)
15) I2·Al 群 33 頭(5B) 2012-12-22 木野部 峠 国 道279 号線 38 頭(4B)
16) I2-A2 群 15 頭(2B) 2012-12-21 二 枚橋 小 学校 西 14 頭(2B)
17) 12-B 群 26 頭 十a 2012·12·23 鳥 谷 場 ノ 上 地 区 国 道 34 頭 十a

(7B) 279 号線 沿 い (4B)
18) I2·C 群 ~35 頭 十a~ 2009-12·24 大 畑 町 木 野部 峠 未確認

42



19) Ka 群 39 頭十a 2012·12·23 新右衛門沢 54 頭(7B)

(4B)
20) Ko-A 群 9 頭十a 2012·12·26 関根橋地区 と 大畑高校間 44 頭十a

(lB) (5B)

21) Ko·B 群 20 頭十a 2012·12·23 白 禿沢林道の出合い 26 頭十a

(2B) (2B)

22) M2·Al 群 21 頭 十a 2012-12-22 近藤沢 16 頭十a 【 足

23) M2·A2 群 群れ の 同 定 は 跡】 と26 頭＋

24) M2·A3 群 で き ず a 【 足跡】 を葎

認 し た が 群 れ

の 同定でき ず

25) I3•A 群 <(66 頭 十a~ 2011·12·26 県道大畑 ー佐井線 未確認

白 禿沢出合い

26) s 群 «50 頭 十a~ 2007-12-25 大畑町 新田 未確認

｀

［ 足跡】

※A2-84a 群、A2-84b 群、A2·85 群は、 個体数調整の対象群であ り 、 捕獲駆除が

進んでい る 。 個体数に変動が見 られる 群れであ る 。A2-84a 群は 、 生息域を松 ヶ

崎沢ま で東進、 それが影響 して か、 ど う かは不明 だが、A2·85 群は宿野部地区

の西の畑周辺ま で東進 し て い る 。

※A2·84c 群は、 電波発信機が付いて お らず 、 群れの個体数も少ない こ と か ら 、 夏

季な ら びに冬季調査期間 中 に確認する こ と が難 しい。 ただ、 年間 を通 して 見れ

ば、 ど う に か構成 も 取れ、 継続調査が可能 と な っ てい る 。

※A87 群は、2012 年夏 ごろ よ り 度々 サブ グルー ピ ン グ して お り 、 群れの分裂の可

能性が高い群れであ る 。

※0 群関連は、01 群が分裂 してい る かも しれない こ と が 、 冬季調査で明 ら かにな

っ た。 そ の実態は今後の調査に委ねたい。

※B 群について は、 近年確認が と れていない。 男川群の母群ではないか、 と 推定

さ れてお り 、 今後川 内 ダム の南側地域での群れの発見で、B 群の分裂が確認 さ

れ る 。 その真意がわかる まで、 調査で確認が取れていない も のの 、 こ のま ま表

記を続け る 。

※U 群は、2011 年調査で70 頭を超え る こ と か ら 分裂の可能性が高い。 ただ、 年

間 を通 し て 、U 群の確認が乏 し く 、 ま た。 近隣にZ2-B 群関連の群れ も い る こ

と か ら 分裂後 の状況の把握が難 しい。U群の生息域の牛滝地区は 、 佐井村の管

内 にな る が 、 調査の歴史 においてU群は南西域の群れ と して扱っ ていたため 、

むつ市の群れ と してい る 。
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※Z2·B2 群は、Z群出身の群れであ る こ と か ら佐井地区の群れ と し て いたが 、 近

年むつ市川 内町野平地区へ頻繁に 出没 し農作物被害を 出 して い る 。 猿害対策上、

むつ市で も扱っ て い る こ と か ら むつ市の群れ と し た。

※ 男川群は 、 足跡な どでかろ う じ て群れの継続調査が でき て い る 。 宿野部川 上流

部ま で生息域を広 げて い る 。

※ 安部城北の群れは、50 頭近 く に な っ てお り 、 分裂す る 可能性が あ る 。 川 内町の

プ ド ウ 園 に最 も 近い群れで あ る こ と か ら 、 動向 を知 る た め に も 電波発信機の装

着が望ま れ る 群れであ る 。

※12-Al 群、I2·A2 群、I2·B 群は、 個体数調整の対象群であ り 、 個体数の変動が

見 ら れ る群れであ る 。I2·A2 群は 、 去年の調査ですでに分裂 し ていた よ う で 、

今年か ら 新た な群れ と して認定 し た。I2·Al 群•I2·B 群は 、 生息域が風間浦村

と 重複 し て い る がむつ市で扱 う 群れ と し た。

※I2·C 群は 、 電波発信機が付いてお ら ず、 なかなか姿が見 ら れない。

※Ka 群、Ko·A 群、Ko·B 群は 、 Ko·A 群の 「 イ ロ ハ」 について いた電波発信機

が電波 を発 してお ら ず 、 群れの確認及び同定が難 し く な っ て い る 。 それに併せ

て 、Ka 群、Ko·B 群 も群れの確認はでき て いて も 、 同定が難 し く な っ て い る 。

電波発信機の装着が望まれ る 。

※ 薬研地区の最深部に生息するM2·A 群関連の群れは、 調査が難 し く 、 確認 を と

る こ と も 困難な状況であ る 。 かかんに攻め て調査を進めたい群れであ る 。

※S 群は近年、 情報はあ る も のの確認が と れて いない群れであ る 。 当 初50 頭を越

え る 個体数であ っ た こ と か ら 、 すでに分裂 し て い る 可能性が高い。

〔 ハナレザル ・ オス グループ 〕

2012 年12 月20 日 ～12 月29 日 間 の本調査期間 中 に確認 し たハナ レザル ・ オス グル

ープのみについて報告す る 。

2012 年12 月22 日Ao'l 頭 金山橋

2012 年12 月23 日 足跡2 頭分 目 視Ad"l 頭 釜 ノ 沢林道 滑川 沢付近

2012 年12 月24 日 A不明1 頭分の足跡 曾古部林道

2012 年12 月26 日 二の渡沢で北か ら 南へ移動する3~4 頭の足跡
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むつ市管内のニホ ンザル

（ハナ レザル ・ オス グループを含まず）

《 脇野沢 ・ 湯の川地区 》

群れ数 14 群

個体数 654 頭＋a （内79 ベ ビー）

※ むつ市脇野沢七引 地区の野猿公苑のサル（Al 群）は含ま ない。

《 大畑 ・ 薬研地区 》

群れ数 12 群

個体数 304 頭＋a （内21 ベ ビー）

【 むつ市全域 】

群れ数

個体数

26 群

968 頭＋a （内100 ベ ビー）

※ むつ市脇野沢七 引 地区の野猿公苑のサル（Al 群）は含ま ない。

※ 2012 年秋か ら2013 年3 月 にかけ て 、 青森県の特定鳥獣保護管理計画に基づき 、

A2-84a 群、A2·84b 群、A2·85 群、12-Al 群、I2·A2 群、12-B 群、Z2·B 群関連を

対象に捕獲（駆除）作業が実施 さ れている 。 各群れの捕獲数について は、 情報を得次

第報告する 。

謝 辞

2012 年度の下北半島のニホ ンザル調査（むつ市管内）は、 むつ市か ら の委託事業 と して

実施 した。 ま た 、 中 山氏が京都大学霊長類研究所の共同利用 ・ 共同研究の科研費の基で

実施 したA87 群のデータ を提供 していただいた。
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資料 1 下北A群 年表

1960 年以前 下北半 島 南 西域 の 海岸線で十数頭の サルを 見 て い た 。 （漁師か ら の聞 き 取 り ）

1960 年S35 脇野沢村九艘 泊 地 区 の畑 に サルが 姿 を 現 わす。

こ の年か ら 下北 半 島 南 西域 の サルの 生態調査が 開始 さ れ る 。

1961 年S36 サルの農作物被害総額が80 万 円 に の ぼ る 。

1962 年S37 「 あ し の 会 」 に よ る サル調査。

九艘泊 地 区 の 畑荒 ら し が 頻発化す る 。 九艘 泊 婦人 会か ら 村へ猿害防止 の陳情。

1963 年S38 3 月 京都大 学 の調査 で15 頭 を確認。 遊動域が 穴 間海岸 に ち なみ下北A群 と 命名 。

戸川 幸夫氏 の 進言 に よ り 、 村 は 九艘泊 婦人 会 に サルの餌付 け を依頼。

京都大学か ら 日 本 自 然保護協会 を 通 じ て 国 へ天然記念物指定の意見書 を提出。

1964 年S39 下 北A群 の 餌付 け 完成。 リ ー ダー 「 オ ソ レ 」 。

サルの 餌付 け に 九艘泊 小 ・ 中 学校 も 協力 。 地元 に 「 北限 の野猿 を守 る 会」 を結成。

文化庁 、 村へ北 限 の サ ル の保護増殖費 の援助 開 始。 県 も 山 林保護 と し て餌代 の援助。

下 北半島南西部 の サ ル の 生息地一 帯 を20 年 間 鳥 獣保護 区 に 設定。

1965 年S40 日 本モ ン キ ー セ ン タ ー 東滋 氏 と コ フ ォ ー ド氏 を 中 心 に 日 米科学協力 に よ る 下北A群 の

長期調査 を 開始(3 年間 ） 。

餌場を 九艘泊 地区か ら 貝 崎地 区へ移動 。 研究舎 を建設。
．

下 北A群22 頭 の個体識別完成。

村 、 仏 ヶ 浦 を 中 心 と し た 半島 南 西部 の観光 開 発 を 志 向 。

1966 年S41 野犬 が サル を 脅 かす。

九艘泊 地 区 ま で海岸線 に 自 動 車道 路 が 完成 。

1967 年S42 九艘泊 地 区 の 畑荒 ら し が 再び問 題 と な る 。 九艘泊 婦人会 か ら 村へ被害防止 の 陳情。

下 北A群 、 リ ー ダー が 「 オ ソ レ 」 か ら 「 マ ス 」 へ交代。

村 、 観光 開 発 へ力 を 入れ る 。 観光客 が 漸増 。 観光船の就航。

1968 年S43 村、 九艘泊 地 区 へ被害補償 を 始 め る 。 サル の 専従監視員1 名 採用 。

日 本モ ン キー セ ン タ ー が村 に科学的 な 下北A群 の 生態管理 と 自 然教育的利用 を進言。

厚生省 、 下北 半 島 を 国 定公園 に指定。

1969 年S44 下 北A群 の 周 辺 に ハ ナ レ ザル 出 没。

1970 年S45 農作物被害 が 九艘泊 地 区 か ら 芋 田 地 区へ拡大 。

下北A群 の 管理が 、 村の 産業課か ら 教育委員 会 へ変 わ る 。

村 、 日 本モ ン キーセ ン タ ー ヘ対応策 を 相 談 、 野外博物館構想 に基づ く 解決 を提案 さ れ

る 。

日 本モ ン キ ー セ ン タ ー に よ る 下北A群 の保護 の た め の 調 査 が 実施 さ れ る 。

下北 半 島 北西部 の サ ルの 生息地 に 除草剤 が 大量 に散布 さ れ る 。

「 下北半 島 のサル と そ の 生息地」 が 国 の天然記念物 と し て 公示 さ れ る 。
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1971 年S“ 北濠岬 に森林遊歩道 と 展望台 が完成。

文化庁 よ り 指 導監視員 が現地視察 。 »

1972 年S47 餌保存 用 定温庫完成。 標識等設置。 九艘泊 駐車場着 工。

「 天然記念物保護対策連絡協議会 」 が 開催 さ れ る 。 県 、 自 然保護課 、 教育委員 会 出 席

1973 年S 鈷 野猿鐵察 舎完成。 餌保存用 定 温屋 上倉庫完成。

「 北限 の サ ル の保護 と そ の 管理お よ び活用 に つ い て 」 の 協議会 が 開 催 さ れ る 。

1974 年S49 国際霊長類学会会長ハ ン ス ・ ウ ン マ ー 氏 よ り 村長宛 に 「 ニ ホ ン ザル の保護及 び研 究 地

の 適 正 な維持 に 関 す る 要 望書」 が 提 出 さ れ る 。

1975 年S50 農 作物被 害 が 芋 田 地 区 か ら 蛸 田 地 区 へ拡大 。

6 月 京都 大 学霊長 類研究所が 野猿公苑 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 す る 。

北 限 の サルの 絵葉書 、 パ ン フ レ ッ ト を発 行。

「 サ ル お よ び カ モ シ カ の 恒 久 対策 に つ い て 」 の 会 議 が 開 催 、 文化庁 の 品 田 氏 、 県教育

委員 会 の 早川 氏 が 出 席 。

1976 年S51 給餌 量 を 大 幅 に減 ら す。 群れの 分裂 の 兆候 が 見 ら れ る 。

貝 崎 ま での海岸遊歩道 が 完成 。

村 は 国 ・ 県 に 対 し て サ ルの保護 に 関す る 陳情。 文化庁 ・ 環境庁 の 担 当 官 が 現地視察 。

1977 年S52 村 、 日 本 モ ン キ ー セ ン タ ー に 保護 の た め の調査 を 委託。(3 年 間 ）

「 イ タ コ 」 死 亡 。

村 、 サル専従員1 名 を採用 。 環境庁 ・ 県 が 村へ調査費 の補助 。

環境庁 • 青森 県 ・ 脇野沢村 ・ 日 本モ ン キ ー セ ン タ ー の4 者 で調査 に 関 す る 話 し合 い 。

1978 年S53 下北A群 が 分裂(7 月 ） ［Al 群•A2 群 】 分裂 に 伴 い農 作物被害 が 一気 に広域化 。

村 、 調査 中 間 報 告書 「 ヒ ト と サル 共存 の 道 」 を発行。

貝崎 の 餌場 に ニ ホ ン ザル展示館 が 完成。

1979 年S64 Al 群 が 再び分裂(12 月 ） 。 【Al 群•A2 群•A3 群 ）

村の 農協 が 文化庁 ・ 環境庁 ・ 林野庁へ猿害 防止 の 陳情 。

村 、 県知事宛 に 「 北 限 の ニ ホ ンザル に 関 す る 恒 久保護対策 に つ い て 」 の 要望書 を 提 出 。

1980 年S56 分裂群の農作物被害 が 大 き な 社会 問題 と な る 。 主群 【Al 群 ］ へ の 大 量給餌 を 再 開 。

1981 年S56 野猿公苑建設。(3250 万 円 ）

4 月 村 が サル捕獲 申 請 を 県 を 経て 文化庁 に提出。7 月A2 群•A3 群 に 国 が 許 可。

12 月 A3 群7 頭 （d13. 早4) 捕獲 。 遊動 域 を変 え て い たA2 群 は捕獲 で き ず。
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1982 年S57 1 月 A3 群2 頭 （<f'2) を捕獲。 合計A8 群9 頭を野猿公苑で鋼育。

3 月 A3 群9 頭全頭が ホ ー ス を伝わ り 檻か ら 逃亡。

3 月 捕獲用 檻管理棟完成。

4 月 村がAl 群約84 頭の捕獲 申 請 を 文化庁 に提出。7 月A2 群•A8 群を残す と い う

条件で国 が許可。

7 月 ～10 月 Al 群88 頭 を捕獲。72 頭 （cl'27 、 辛45) を野猿公苑で飼育。11 頭を青

石海岸 ・ 武 士泊 海岸へ放獣。

1983 年S68 10 月 村 は農地 を 荒 ら すハナ レザル約20 頭の捕獲 を文化庁へ提出 。

11 月 国 が許可。11~12 月 計8 頭 （c/'6 、 早2) を捕獲。 武士泊 ・ 大崎海岸へ放獣。

11 月 京都大学霊長類研究所 が 野猿公苑のAl 群の地域変異 ・ 寒冷地適応の研究の た

め の健康診断 を実施。

1984 年S59 6 月 村は農地 を 荒 ら すハナ レザル約20 頭の捕獲 申 請 を 文化庁へ提出 。
l

7 月 国 が許可。7~9 月 合計19 頭 （<!'12 ・ 年7) を捕獲。7 月 十和 田 市の病院に6 頭

（0'3 ・ 年2) を譲渡。10 月 に青森市城が倉温泉に11 頭 （か7 ・ 辛4) を譲渡。

残 り3 頭 （左手 の な い か と 親子ザル） は集落外へ放獣。

A2 群 ．A3 群共 、 群れ と し て機能せず 、 個体数 ・ 遊動域が不安定な状態が続 く 。

11 月 野猿公苑のAl 群か ら8 頭 （0'4 ・ 早4) を金木町芦野 自 然公園 に譲渡。

取 り 残 しサル21 頭 をA2·84 群 と 命名 。

1985 年S60 2 月 野猿公苑のAl 群か ら5 頭 （が4 • ~1) を 三沢市の保養セ ン タ ーヘ譲渡。

取 り 残 し サル8 頭 をA2·85 群 と 命名 。

1986 年S61

1987 年S62 1986 年S60 に確認 し て いた 当 時6 頭の 小集団 をA87 群 と 命名 。

1988 年S63

1989 年H元 3 月 京大霊研 ・ 農水省農業生産資源研が 「 ニ ホ ンザル の花粉ア レルギー に関す る ア ン

ケー ト 」 を 野猿公苑 のAl 群で 実施。

8 月 3 年間 の計画で野猿公苑の野猿遊牧柵の設置が始ま る 。

1990 年H2 A2·85 群の遊動域が源藤城地区ま で広が る 。

1991 年H3

1992 年H4 A87 群 の畑への依存が少 な く な る 。 か の 交代が原因 か ？

8 月 野猿公苑 のAl 群か ら10 頭 （8'5 ・ 早5) を 八戸市 こ ど も の 国へ譲渡。

1993 年H5 サル ・ カ モ シ カ 保護並び に被害対策特別委員会が村議会 に で き る 。

1994 年H6 3 月 村は文化庁宛 の保護 申 請書 （現状変 更 申 請書） を 県 に提出 、 捕獲希望約30 頭。

10 月 県か ら の財政援助 が得 ら れ る こ と か ら 捕獲 申 請書 を 取 り 下 げ る 。

電気柵の設置開始。

1995 年H7 電気柵の設置が進む。

青森県 が 下北半島 のサルの生息等 の調査を 開 始。(6 年間 ）
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一

1996 年H8 革新的鳥獣害防止 シ ス テ ム 確 立事 業 と し て 、 新 た に 滝 山 ・ 片 貝 地 区 に 電気 柵 が 試験的

に骰量 さ れ る 。

1997 年H9 脇野沢村の轍作地の9 割近 く ま で電気柵 が 張 り 巡 ら さ れ る 。

3 月 A2·85 群 「 ウ メ 」 死 亡 。

1998 年HlO 賽先 、 脇 野 沢村寄 浪 ． 蛸 田 ・ 九艘 泊 地 区 で 民 家侵 入 の サ ル が 出 没 。 新た な サル 問 題 が

発生。

1999 年H11 12 月 下北野 生 ニ ホ ン ザル研究 グル ー プが 下 北全域 の サ ル の 一 斉 実態調査 を 実施。 約

20 群 、709 頭 ＋a を 報告 す る 。

2000 年H12 3 月 A87 群 「 サ ツ キ 」 死 亡 。

7 月 野猿公苑の鍵 が 壊 さ れ 、 一時的 に親子 一組 を 含む5 頭 が 逃 亡 。 そ の 後 、 捕獲 す る

が が1 頭 が行 方不 明。10 月 に も 網 を破 ら れ る が サル の 被害 な し 。

9 月 県 野 生猿保護 管 理対策 協議会 が 「 下 北 半 島 ニ ホ ン ザル保護 管理基本計画 」 を 策 定。

10 月 村 は 人家及び倉庫 に侵入す る ハ ナ レ ザルd'2 頭 の 一 時捕獲 の 申 請 を 県 に 提 出 、

許可 を 受 け る 。

2001 年H13 3 月 民 家侵入 の rl"l 頭 を 捕獲 。 野猿公苑 に 隔離飼 育 。 残 り1 頭 は捕獲 で き ず。

3 月 A2·84 群 「 ツ ッ ジ 」 死 亡 。

7 月 小沢 地 区 の 人家周 辺 に頻繁 に 出 没す る ハ ナ レ ザル0'2 頭の 一 時捕獲 の 申 請 を 県 に

提 出。8 月 許可 を 受 け る が 、 捕獲 で き な か っ た 。

野猿公苑 に 監視用 テ レ ビ カ メ ラ を設置す る 。

」2002 年H14 4 月 野猿公苑の有料化 が 始 ま る 。 （ 大人200 円 • こ ど も100 円 ）

2008 年Hl5 12 月 A2·85 群 が 川 内 町蛎崎地 区 ま で遊動域 を 広 げ る 。

0群 が 分 裂。 【0·1 群 ．0·2 群 ）

A2·84 群 「 シ ャ チ 」 死 亡 。

2004 年H16 4 月 青森県が 特 定鳥獣保護管 理計画 を 策 定 、 捕獲 基準 が 明 文化 さ れ る 。 人 的 危 害 、 民

家侵 入サル な ど につ い て は駆除 を 見据 え た捕獲 が認 め ら れ る 。

10 月 村は11 頭(A2·84 群 ） 十6 頭(A2·85 群） 十7 頭 （ ハ ナ レ ザル ） の合計24 頭

を 人的被害 を 与 え る 加 害 固 体 と し て捕獲 （薬殺） を 申 請 、 県 が認 め る 。

2005 年H17 1 月 ～2 月 計13 頭(A2·84 群9 頭 、A2·85 群3 頭 、A87 群1 頭 ） を 捕獲す る 。

3 月 末 ま で に佐井村で の1 頭 を含 め 、 下北全体で14 頭 の か ザル が捕獲 さ れ る 。

3 月14 日 脇野 沢村 は むつ市 と 合併 、 む つ 市 と な る 。
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2006 年H18 2 月 青森県が2006 年度 の 下北全域の駆除頭数を11 頭 と す る こ と を露め る 。

5 月 むつ 市が 下 北 の サ ル に対 し て プ ロ ジ ェ ク ト チー ム を つ く り 、 群れ捕獲 を視野に入

れ た 報告書 を ま と め る 。

5 月 野猿公苑 の金網 が破 ら れ 、 一時的 に15 頭 の サルが逃 げ出 すが 、 自 奏的 に戻 る 。

6 月9 日 野猿公苑 でハ ナ レ ザル<!'6 歳 を捕獲。

8 月 桂 沢地 区 で小学生 が威嚇 さ れ 、 怪我 を す る 人的被害 が発 生す る 。

9 月12 日 桂沢地 区でハ ナ レ ザルa'l 頭7 歳 ぐ ら い を 捕獲。

2007 年Hl9 3 月 A2·84 群 が 分裂。 【A2·84a 群 （約67 頭） ，A2·84 b 群 （約47 頭） ，A2·84c 群

（約9 頭 ） 】

7 月13 日 野猿公苑でハ ナ レ ザルcl'6 歳 、 8'6 歳 、 が5 歳の3 頭 を捕獲。

8 月6 日 瀬野川 目 地 区 でA2·84a 群 の0'6 歳 を 人的被害対象 ザル と し て 捕獲。

12 月25 日 源藤城 地 区 で 人家侵 入ザル と し てA2·86 群 の か10 歳 以上 を捕獲。

12 月 NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ンが8 年ぶ り に 下北半島 の ニ ホ

ン ザル 生 息地全域 の 一斉 実態調査 を 実施 。 下北全域で約44 群 、1682 頭 十a を

報告す る 。

2008 年H20 1 月 A2·84a 群 の サ ルif'4 頭 、 早1 頭の 計6 頭 を神社侵入ザル と し て 捕獲。

2 月 A2·84b 群 の~1 頭 、A2·84a 群若rl"l 頭 、A2·86 群 の 年1 頭12 歳 以上の計8
頭 を 人家侵入ザル と し て 捕獲。

3 月 小沢地 区 でA2·86 群 の0'2 頭(18 歳 、6 歳） を 人家侵入ザル と し て捕獲。

むつ 市経済部農林畜 産課 に 鳥獣害対策 室 が設置 、 猿害対策 の 専従職員が配置 さ れ る 。

4 月 青森 県 は第 二次特定 烏獣保護管 理計画 を 策 定 、 個 体数調整 に伴 う 捕獲 を認 め る 。

8 月1 日 むつ 市 は猿害対策 と し て モ ン キ ー ド ッ グ （ ジ ャ ー マ ン シ ェ パー ド 「 ゴ ン タ J

と 「 ハ ナ 」 ） を 導入。

12 月 文化庁 が 個 体数調整 の た め の捕獲 （下 北全域で270 頭） を認 め る 。

12 月 NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン が 下 北 半島 の ニ ホ ン ザル被害

対策 市 町村等連絡会議か ら 委託 を 受 け 、2 年連続 し て の 下北全域 の サル一斉実態

調 査 を 実施。 下 北全域 で約47 群 、1749 頭 ＋a を 報告す る 。
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2009 年H21 1 月8B 野猿公苑 でハ ナ レ ザル8'20 歳 以上 「 ハ モ 」 を 人 的被害防止 で捕獲。

1 月13 日 上野動物 園 か ら 捕獲 さ れ る サルか ら 約20 頭 の 譲渡 の 申 し 込み。

1 月18 日 川 内 町宿 野辺 地 区 で~1 頭10 歳 を 人 的被害 防 止 の た め に捕獲 。

2 月9 日 鰯体数調整 の た め の 捕獲 が 始 ま る 。3 月 末 ま で にA2·84a 群 か ら15 頭 （ cl'6 、

99) 、A2·84b 群 か ら5 頭 （8"2、~3) 、A2·86 群 か ら28 頭 （ 沢9 、 阜19) 、

ハ ナ レ ザル3 頭 （cl13) 合計51 頭 を 捕獲す る 。

4 月23 日 捕獲 し たA2·86 群28 頭 の う ち 、21 頭 （ cf'4 、 年16 、 当 日 出産 し たベ ビ ー1

頭 を 含 む ） を 上 野動物 園 へ譲渡移送。

12 月 NPO法 人 ニ ホ ン ザ ル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン が 下 北 半 島 の ニ ホ ン ザル被害

対策 市 町村等 連絡 会議 か ら 委 託 を 受 け 、3 年連続 し て の 下 北全域 の サル一斉 実

態調査 を 実施。 下 北全域で約51 群 、1861 頭 ＋a を 報告す る 。

2010 年H22 1 月24 日 上 野動物 園 で 下 北 の サ ル23 頭 （飼 育 中 に2 頭 出 産 ） が公 開 さ れ る 。

11 月18 日 野猿公苑 でハ ナ レ ザル1 頭捕獲。

11 月21 日 野猿公苑 で ハ ナ レ ザル1 頭捕 獲 。

12 月 NPO法 人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン が 下 北 半 島 の ニ ホ ン ザル被害

対策 市町村等連絡会議 か ら 委 託 を 受 け 、4 年連続 し て の 下 北全域 の サル一 斉 実

態調 査 を 実施 。 下北全域 で約56 群、1923 頭 ＋a を 報告す る 。

2011 年H23 0·2 群 が 分裂。 【02·a 群 ．02·b 群 ）

12 月 NPO法 人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン が む つ 市 に 生 息す る ニ ホ ン ザ

ル の 生態 実態調 査 を 実施す る 。

2012 年H24 2 月 A2·84 a 群 が松 ヶ 崎 ま で 、A2·85 群が宿 野辺 地 区 ま で東進す る 。

8 月 A87 群 の 老猿 「 ク ル ミ 」 が 死 亡 。

4 月 青森県 が第3 次 特 定鳥 獣保護 管理計画 を 策 定 、 個 体数調整 な ら び に 群れ捕獲 を認

め る 。

12 月 NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン が む つ 市 か ら 委託 を 受 け 、 む

つ 市管 内 に 生息す る ニ ホ ン ザル の 生態実能調査 を 実施す る 。
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